る ほど、 しょげき つてし まい、 飯 を 食う ほか は、 天気 

のよ い 日 は 海浜の 砂地で、 雨の 降る 日 は 仕方なく その 

狭い 小屋の 中で、 ただ 溜息と 愚痴との うちに、 一日 一 

日 を 過して いた。 そのうちに 三人と も 激しい 不眠症に 

襲われた。 その 中で も、 神経質の 康頼 がいちばん ひど 

かった。 彼 は、 夜中 眠られない 癖が ついて しまったの 

で、 昼間よ く 仮寝 をす る。 さっきから も、 横にな つた 

かと 思う と、 もうかす かないび きを 立てて いる。 長い 

かみそり ひげ 

間、 剃刀 を 当てない 髯 がぼう ぼうとして その 痩せこけ 

おお あ した よだれ 

た 頰を掩 うてい る。 その上、 褪せた 唇の 下端に は、 涎 

が 今にも 落ちそう に 堪えて 、， 'る。 



もののけ つ 

成 経 は 成 経で、 妖怪に 憑かれた ような、 きょ とんと 

した 目付きで、 晴れた 大空 を、 あてど もな く 見ながら、 

溜息ば かりつ いている。 俊 寛 は、 一緒に 陰謀 を 企てた 

連中の、 こうした 辛抱の ない、 腑 甲斐の ない 様子 を 見 

ている と、 自分自身 までが 情なくなる。 陰謀 を 企てた 

きぜん 

人間と して、 いますこし は 男らしい、 毅然と したと こ 

ろが あっても いい。 刑罰の もとに、 こうまで へこたれ 

てし まわな くっても いいと 思う。 彼 は、 成 経が もう 一 

度 溜 息をついたら、 それ を 機会に、 たしなめて やろう 

と 思いながら、 じっと 成 経の 顔 を 見据えて いたが、 成 

経 は それと K5 つたわけ でも あるまい が、 くるりと 俊 寛 



言い争う。 二人 は 俊 寛 を 煙たく 思い はじめる。 そして 

剛腹な 俊 寛に 一致して 反抗の 気勢 を 示す。 そして、 お 

す さ 

互いに 心 持 を 荒 ませる。 

この頃、 俊 寛 はよ く、 二人が 意識して、 自分 を 疎外 

している の を 感ずる。 き 黄 を 採りに 行く 時で も、 海藻 

を 採りに 行く ときで も、 よく 二人き りで 行って しまう- 

その上、 三人で いると きで も、 一 一人 はよ く 顔 を 寄せ 合つ 

て、 ひそひそ 話 を 始める。 そんなと き、 俊 寛 はた まら 

せきりよ う 

ない 寂寥と 不快 を 感ずる。 三人き りの 生活で は、 他 

の 二人に 背かれる という こと は、 人間 全体から 背かれ 

ると いう ことと 同じ ことだった。 俊 寛 は、 そうした ひ 



た。 

「判官 どの。 白帆に て 候 ぞ。 白帆に て！ K ぞ」 

そういって、 康 頼に 知らせる と、 また 悲鳴の ような 

声 を あげながら、 浜辺 を 北へ 北へ と 走った。 

康頼 も、 あわただしい 声に すぐ 起き 上った。 俊 寛 も、 

白帆 だとき くと、 すぐ 立ち上らずに はいられなかった 

が、 白帆が 見える といって 成 経が 浜辺 を 走った こと は、 

これまでに 二、 三度あった。 彼 はよ く 白雲の 影 を 白帆 

と 間違えたり、 波間に 浮ぶ 白鳥から、 白帆の 幻影 を 見 

た。 

康頼 は、 さすがに すぐ 後に 続いて 走った が、 俊 寛 は 



三 反と ない 沖へ 錨-を 投げる。 三人 は 岸辺に 立ちな が 

ら、 声 を 合せて 欣 びの 声 を あげた。 さすがに、 俊 寛 を 

も 除外し ないで、 三人 は、 手 をと りあった まま、 声 を 

あげて 泣き はじめた ので ある。 

二 

そむ 

船 は、 流人た ちの 期待に 背かず、 清 盛からの 赦免の 

たんさえ もん のじよう もとやす 

使者、 丹 左 衛門尉 基康を 乗せて いた。 が、 基康の 持つ 

ていた 清 盛の 教書 は、 成 経と 康 頼と を 天国へ 持ち上げ 

ると ともに、 俊 寛 を 地獄の 底へ 押し 落した。 浚 寛 は、 



それから 後、 幾 時間 かの 間の 俊 寛の 憤りと 悲しみと、 

恥と は 喩える もの もなかった。 彼 は、 目の前で、 成 経 

と康 頼と がその 垢 じみた 衣類 を 脱ぎ捨てて、 都に いる 

縁者から 贈られた 真新しい 衣類に 着替える の を 見た。 

嬉し涙 を こぼしながら、 親し い 者からの 消息 を 読ん で 

いるの を 見た。 が、 重科 を 赦免せられ ない 俊 寛に は、 

た ま^' さ 

一 通の 玉章 を さえ 受 くる ことが 許されて いなかった。 

俊 寛 は、 砂を嚙 み、 土を搔 きむ しりながら、 泣いた。 

船 は、 飲料水と 野菜と を 積み込み、 成 経と 康 頼と を 

収める と、 手 を 合わして 乗船 を 哀願す る 俊 寛 を 浜辺に 

押し 到した まま、 岸 を 離れた。 



てい たかは、 自分に も 分からなかった。 一度 目覚めた 

とき は、 夜であった。 彼 は、 自分の 頭の 上の 大空が、 

大半 は 暗い 雲に 覆われて、 そのわず かな 切れ目から、 

またた 

一 一、 三の 星が 瞬 いている の を 見た。 彼 は 激しい 渴 きと、 

全身 を 砕く ような 疼痛 を 感じた。 

彼 は、 水 を 飲みたい と 思いながら、 周囲 を 見回した。 

ぎょうかく 

が、 岸壁の 背後 は、 すぐ 磽确 な 山に な つ ている らしく、 

小川と か 泉と かが、 ありそうに 思えなかった。 それで 

も、 激しい 渴き は、 彼 を 一 刻 もじつ としてい させな かつ 

た。 彼 は、 寝て いた 岩から、 身 を i: がすよう にして 立 

ち 上った。 立ち上る とき、 身体の もろもろの 関節が、 



きし は 

音を立てて 軋る ように 思った。 彼 は、 それでも 這うよ 

うにして、 岸壁 を 降りる ことができた。 彼 は 昼間 (そ 

れは 昨日で あるの か 一 昨日で あるの か 分からなかった 

が) 夢中で 走った 道 を、 二 町ば かり 引返した。 彼 は、 

昼間 そこ を 走った とき、 榕樹が 五、 六本 生えて いて、 

つまず 

その 根に 危く 躓きそう になった の を 覚えて いた。 彼 

の 濁って しまって いる 頭の 中で も、 榕樹の 周囲 を 探せ 

ば 水が あるか も 知れない とい う 考えが 、 ぼんやり 浮ん 

でいた。 

が、 榕樹の 生えて いる 周囲 を、 海の 水 あかりで、 二 

三度 探して 回って みたけれ ども、 そこら は 一面に 唐 竹 



活を 改め、 自分で 漁りし、 自分で 狩りし、 自分で 耕 

す こと を 考えた。 

彼 は、 そういう 生活に 入る 第一歩と して、 成 経ゃ康 

頼の 記憶が つきまと つ ている 今までの 小屋 を 焼き捨て、 

ほと リ 

自分で 発見した あの 泉の 畔に、 新しい 家 を 自分で 建 

てること を 考えた。 

彼 は、 その 日から、 泉に 近い 山林へ 入って、 木 を 伐つ 

まさか：；：' 

た。 彼が 持って いる 道具 は、 一 挺の 小さい 鉞とニ 本 

の 小 太刀であった。 周囲が 一 尺 も ある 木 は、 伐り 倒す 

はん どき ひたい 

のに 四 半 刻 近く かかった。 が、 彼が 額に 汗 を 流しな 

がら、 その 幹に 鉞を打 込む とき、 彼 は 名状し がたい 壮 



た。 彼 は、 麦の 種 を 土人が 手放さな いの を 知っていた。 

こう えき 

彼 は、 それと 交易す るた めに、 自分の 持物の 中で、 土 

人の 欲しがり そうな もの を いろいろ 考えて みた。 土人 

の 欲しがり そうな もの は、 自分の 生活に も 欠く ベから 

ざる ものだった。 俊 寛 は、 ふと 鳥^で 別れる とき、 妻 

かたみ しろぎ ぬ 

の 松の 前から 形見に 贈られた 素絹の 小袖 を、 今 もな お 

そのままに、 持って いるのに 気がついた。 それ は、 現 

在の 彼に とって、 過去の 生活に 対する 唯一 の 記念物 

だった。 彼 は、 ー晚 考えた 末、 この 過去の 生活に 対す 

ひっす ひん 

る 記念物 を 、 現在 の 生活の 必須 品に 換える こと を 決心 

した。 彼 は、 いとしい 妻の 形見 を 一 袋の 麦に 換えた。 



い 仕事であった。 が、 それ を 炙る と、 新鮮な 肉から は、 

香ばしい 匂いが 立ち、 俊 寛の 健啖な 食欲 をい やが 上に 

も朿， ^する 

彼 は、 毎日の ように、 近所の 海 角に 出て、 獅を 釣つ 

た。 彼 は、 その 魚から 油 を 取って、 灯火の 油に しょう 

と 考えた ので ある。 

鯽は、 群を成して 島の 周囲 をめ ぐって いた。 俊 寛 は、 

その 群 を 追うて、 自分の 小屋から 一 里 近く も 遠方へ 出 

る こと も あ つ た。 

その 日 も、 俊 寛 は、 獅を 釣る ために 硫黄 ケ 岳の すぐ 

麓の 海岸まで 行った。 そこから は 土人の 部落が、 半里 



さ いぎ 

ず 顔が 赤くな つた。 が、 相手が 少しの 猜疑 もな く、 無 

ぎよ 1 つし 

邪気に 自分 を 凝視して いるの を 見る と、 俊 寛 は それに 

答える ように、 軽い 微笑 を 見せずに はいられなかった。 

少女 は 微笑 はしなかった が、 そのもの 珍しげ に瞠 つて 

いる 目に、 好意 を 示す 表情が 動いた こと は 確かだった。 

俊 寛 は、 久しぶりに 人間から 好意の ある 表情 を 見せら 

れ たので、 胸が きゅっと こみ上げて くるよう に 感じた。 

彼 は、 再び 針 を 海中に 投じた。 魚 は、 すぐ 食いつ い 

た。 その 魚 を 引き上げる 間、 少女 は 熱心に 見物して い 

る。 そして 第三 番目の 針 を 投じても、 少女 は 去らない。 

俊 寛 は、 少女の 方 を 振 向きながら 時々、 微笑 を 見せる。 



た。 

じゅ >ス い さい 力い ち く す 

寿 永 四 年に、 平家の 一 門 はこと ごとく 西 海の 藻屑と 

なり、 今 は 源 家の 世と なって いるので あるから、 俊 寛 

に対する 重科 も 自然 消え果てて、 赦免の 使者が 朝廷 か 

ら 到来すべき はずで あつたが、 世 は 平家の 余類 追討に 

急が わしく、 その上、 俊 寛 は 過ぐ る 治 承 三年に、 鬼界ケ 

島に て 絶え果て たという 風聞 さえ 伝わ つ て いたから、 

なんび と 

俊 寛の ことな ど は、 何人の 念頭に もなかった。 

ただ、 故主 を 慕う 有 王 だけ は、 俊 寛の 最期 を 見届け 

たく、 千里の 旅路に、 憂き 艱難 を 重ねて、 鬼界ケ 島へ 

下った ので ある。 
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